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実施結果を踏まえた共通テスト対策指導のご提案

第５問 問１b

正解率 ４８.１％
SS70～75 ９７.５％
SS65～70 ９２.5％
SS60～65 ８２.８％
SS55～60 ６７.７％
SS50～55 ５３.２％
SS４5～５0 ３９.７％
SS４５未満 ２２.０％

第５問 問１b化学

見慣れない素材を用いた問題で、各学力層で差がついた

2021年度第３回ベネッセ・駿台
大学入学共通テスト模試
「化学」
受験者数： １０４,７１７人
平均点： ４９.５点
標準偏差： ２０.９

【出典】 問題・集計結果データともに、2021年度「第３回ベネッセ・駿台大学入学共通テスト模試」より。
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本問は化学の「高分子化合物」の分野からの問題で、各学力層で差がつきました。この問い

は、リード文と図1で示された情報をもとに、3種類の単糖の構造式をα-グルコースと比較して

条件に合う構造式を選ぶ設問でした。見慣れない「エピマー」の意味をリード文の情報から把

握できる理解力、それを自身の持つ単糖の知識につなげる力が重要となりました。①、②、④以

外を選択した生徒は、単糖の構造式を注意深く見比べることができていない、または、リード文

の情報からエピマーの意味を正しく理解できていなかったと考えられます。SS50未満の層で

は、見慣れない問題に対して、リード文の情報と自身の知識を結びつける力が不足しているこ

とが伺えました。

指導 の ご 提 案

第５問 問１b化学
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結 果 分 析

2021年に行われた共通テスト「化学」においても、高校化学の教科書では扱われていない

事項を題材にして、問題文中で必要な情報が提示され、その情報を既習の事項と結びつけて

考える問題が出題されています。また、グラフを定量的に描いたり読み取ったりする問題ばかり

でなく、問題文で示された化合物の性質をもとに変化の概要を把握して図示する力が必要な

問いも出題されています（1月17日実施第5問 問２・3など）。そのため、これからのご指導とし

て、化学の学習内容について知識事項を暗記するだけでなく、設問文の情報を読み取り、自身

の知識と結びつける力を伸ばすことが必要だと考えられます。さらに長めの問題文の題意を正

しくとらえたり、構造式や図を適切に扱ったりする演習を重ねておくことも重要だと思われます。


